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令和４年度第２回 羽村市地域包括支援センター運営協議会 会議録 

日 時 令和５年３月 10 日（金曜日）午後７時 30 分～午後９時 00 分 

会 場 羽村市役所４階特別会議室 

出席者 会長・道佛雅克、副会長・沖倉功、委員・塚田和彦、中村正人、林田香子、古川光昭、 

中土善雄、平岩静子、横田洋子、宇坪俊弥、川嶋賢二、野村由紀子、島田由則 

欠席者 神保正人 

議 題 

 

 

１ 会長あいさつ 

２ 議事 

（１）令和４年度 介護予防・生活支援サービス事業対象者数及び給付管理件数について 

（２）令和４年度 介護予防・生活支援サービス事業利用状況について 

（３）令和４年度 介護予防サービス計画作成業務委託実績について 

（４）令和３年度 羽村市地域包括支援センター事業評価結果について 

３ その他 

傍聴者 なし 

配布資料 ・羽村市地域包括支援センター運営協議会委員名簿 

・羽村市地域包括支援センター運営協議会の会議の傍聴に関する定め 

・令和４年度 介護予防・生活支援サービス事業対象者数及び給付管理件数（資料１）             

・令和４年度 介護予防・生活支援サービス事業利用状況（資料２） 

・令和４年度 介護予防サービス計画作成業務委託実績（資料３） 

・令和３年度 羽村市地域包括支援センター事業評価結果（資料４） 

会議の内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（事務局）ただいまから令和４年度第２回羽村市地域包括支援センター運営協議会を開始

いたします。 

１ 会長あいさつ 

（会長）委員の皆様、本日はお集まりいただきありがとうございます。円滑な議事の進

行にご協力いただきますよう、お願いいたします。 

２ 議事前の確認等について 

（１）配布資料の確認について 

（事務局）配布資料の確認及び資料２の差し替えについて 

（２）協議会の傍聴に関する定めについて 

（事務局）机上配布の「羽村市地域包括支援センター運営協議会の会議の傍聴に関する

定め」の説明 

（３）傍聴について 

（事務局）本日は、傍聴人の希望はありませんでしたので報告いたします。 

３ 議事について 

（１）令和４年度 介護予防・生活支援サービス事業対象者数及び給付管理件数について 

（会長）それでは、議事にうつります。議事(１)令和４年度 介護予防・生活支援サー

ビス事業対象者数及び給付管理件数について、事務局から説明をお願いします。 

（事務局）資料１を説明 

（会長）ただ今の説明について、何かご質問はございますか。 

（委員）昨年度と今年度を比較すると、どのくらい人数の差がありますか。 
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会議の内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（事務局）４月を例に比較しますと、令和３年の要支援１の人数は 336 人、要支援２は

285 人で計 621 人です。基本チェックリスト事業対象者数は令和３年４月が 66 人、C の

合計が 687 人です。給付管理件数の D は 408 人です。給付管理件数の割合は令和４年４

月では 59.2%、令和３年４月では 59.4%となっています。１年間の数字を比べてみても、

大きく変化している状況ではありません。 

（会長）他に質問はありますか。無ければ令和４年度 介護予防・生活支援サービス事業

対象者数及び給付管理件数に関してはよろしいでしょうか。 

（委員）異議なし 

（２）令和４年度 介護予防・生活支援サービス事業利用状況について 

（会長）続いて、議事(２) 令和４年度 介護予防・生活支援サービス事業利用状況につ

いて、事務局から説明をお願いします。 

（事務局）資料２を説明 

（会長）ただ今の説明について、ご意見ご質問はございますか。 

（委員）通所型体力向上教室や接骨院の転倒予防教室の実績が少ないようですが、どの

ように周知していますか。 

（事務局）通所型体力向上教室、接骨院の転倒予防教室の周知については、市公式サイ

トへの掲載、チラシ配布等を行っています。一般的な介護予防教室とは異なり、地域包

括支援センターのケアマネジメントを経て利用する事業ということもあり、対象者が限

定されています。主に、地域包括支援センターの相談者に対して、ケアマネジメントを

したうえで事業についてご説明し、利用を開始することになります。 

（会長）接骨院の転倒予防体操教室は、ずっと継続していますが、利用者がいないよう

です。今後どのように周知していくお考えでしょうか。 

（事務局）接骨院の転倒予防教室は、市内の接骨院に本人が通っていただき体操を学ぶ

という事業ですが、参加者数０が続いているという事で、地域包括支援センターの職員

に会場を見学していただいたり、指導していただく先生を通じて、通院されている皆さ

まに事業をお知らせするなど、周知をいたしましたが、自力で通われるというところが、

足腰の弱った方にとっては利用しづらいということを把握しています。好きな曜日に３

か所の接骨院から選べるということは、利用者にとってはメリットがありますので、来

年度以降も同様に教室を設ける予定です。今後もケアマネジメントの過程や本人の希望

で利用が進むように、地域包括支援センターと連携し、丁寧に説明をしていきます。 

（会長）ありがとうございます。他に質問はありますか。無ければ令和４年度 介護予防・

生活支援サービス事業利用状況に関しては、よろしいでしょうか。 

（委員）異議なし 

（３）令和４年度 介護予防サービス計画作成業務委託実績について 

（会長）続いて、議事(３) 令和４年度 介護予防サービス計画作成業務委託実績につい

て、事務局から説明をお願いします。 

（事務局）資料３を説明 

（会長）ただ今の説明について、ご意見ご質問はございませんか。 

（委員）羽村市の事業所で偏りは無いということなので、大体の数で分担されている事

は良いと思います。数としては少ないほど良いと思いますので、現状の数値を保ってい

ければ良いと思います。 
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会議の内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（会長）他に質問はありますか。無ければ令和４年度 介護予防サービス計画作成業務委

託実績に関しては、よろしいでしょうか。 

（委員）異議なし 

（４）令和３年度 羽村市地域包括支援センター事業評価結果について 

（会長）続いて、議事(４) 令和３年度 羽村市地域包括支援センター事業評価結果につ

いて、事務局から説明をお願いします。 

（事務局）資料４を説明 

（会長）ただ今の説明について、ご意見ご質問はございませんか。 

（委員）質問はありませんが、ひと言申し上げます。民生委員として地域包括支援セン

ターにはお世話になっていまして、こちらから相談をした時には、きちんと対応してい

ただいているので、良い民生委員活動ができています。 

（委員）２点お伺いします。「あさひ」の高齢者虐待の疑いがある事例という事なのです

が、この３か所の地域包括支援センターにおいて実際に何件くらいあったのか、という

事と、それが増加傾向にあるのか減少なのかについて、お聞きしたい。２点目は、経済

困窮に関する相談の増加というのが「あゆみ」から報告されていますが、どのくらいの

増加率なのか指標があれば、ご提示いただきたいと思います。また、他の地域包括支援

センターでも、経済的困窮に関する相談が増加しているのか、具体的に経済的困窮とい

うのはどのような状態なのかをお聞きしたいと思います。 

（事務局）高齢者虐待ですが、令和４年度については、１月までに、19 件の通報があり

ます。そのうち警察からの通報が９件で一番多いです。内容としましては、家庭内での

暴力の報告が増えています。一過性の言い争いで済むケースもありますが、全てのケー

スについて、警察と連携して情報の共有およびケース対応を行っています。令和３年度

については８件の通報、うち警察からの通報は２件でしたので、やはり令和４年度の特

徴としては、警察からの通報が増えている点です。包括ごとの件数については取りまと

めておりません。市全域で通報件数を記録しています。 

（委員）追加質問ですが、令和４年度に、市が被虐待者を保護した事例はありますか。 

（事務局）ございません。 

（事務局）生活困窮については各地域包括支援センターから報告します。 

（地域包括支援センターあさひ）生活困窮の相談内容としましては、年金が少ない中で

急な入院や施設に入らなければいけない時に資金が足りないケース、年金はある程度も

らっていても認知症のためお金をおろすことができず、公共料金の支払いが止まってし

まい、相談に至るというケースがありました。社会福祉協議会に介入を依頼して、成年

後見制度を利用したほか、親類がいない方は市長申し立てという形で成年後見制度を利

用したというケースがありました。 

（地域包括支援センターあゆみ）経済的困窮に関しては 8050 問題なども含めて相談の回

数が増えています。社会福祉課や成年後見推進制度につなぐほか、生活全般について支

援が必要な相談が増えています。 

（地域包括支援センターあかしあ）独居で認知症が疑われている方で、年金が入っても

金銭管理ができず、入金するとすぐ使ってしまってお金が無くなってしまったという相

談がありました。社会福祉協議会の成年後見支援機関に介入を依頼したほか、認知症の

診断が無い方の場合は、社会福祉課の家計相談につなぐケースがありました。 
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会議の内容 

 

（委員）各ケースの状況はお話ししていただいたのですが、増加という言葉を使われた

根拠をご提示いただきたいです。 

（会長）相談件数が増えていると考えてよろしいのでしょうか。 

（地域包括支援センターあゆみ）先ほどご説明した事例１件ずつに対する、相談対応の

回数が増加しています。延べ件数を相談実績として毎月市に報告させていただいていま

すので、その件数をもとに、増加と報告しています。 

（委員）ありがとうございます。 

（会長）他に質問はありますか。無いようでしたら、令和３年度 羽村市地域包括支援セ

ンター事業評価結果に関しては、よろしいでしょうか。 

（委員）異議なし 

（会長）今までの４つの議事に関してその他に聞きたいことがありましたら、発言をお

願いします。 

（委員）資料の作り方について、事務局に依頼したい点があります。各事業の実績をお

示しいただいておりますが、単年度の実績のみの記載であり、過年度との比較ができま

せん。過年度の実績もお示しいただければ、より実態が把握しやすくなると思いますの

で、ご検討いただきたいと思います。 

（事務局）次回以降、お示しする資料を改めさせていただきます。 

（会長）他に意見はありますか。意見がないようですので、令和４年度の地域包括支援

センターは問題なく運営されているという事でよろしいでしょうか。 

（委員）異議なし 

（会長）以上で全ての議事は終了しました。委員の皆様には円滑な議事の進行にご協力

いただきありがとうございます。司会を事務局に移します。 

（事務局）会長ありがとうございました。 

 以上をもちまして、令和４年度第２回羽村市地域包括支援センター運営協議会を終了

させていただきます。委員の皆さま、ありがとうございました。 


